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活断層の表面組織の電子顕微鏡観察
SEM observation on the active fault surface
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活断層の断層面の特徴を明らかにする事を目的に，最新の活動時期が示されている中期更新世～後期更新世以降に活
動した断層を主な対象とし断層面の SEM観察を実施した．断層面の観察においては，露頭観察により他の構造を切る直
線性の高い面を最新の活動面と認定し，ブロックサンプリングを実施した．採取した試料はヘリカル X 線 CT等を用い
て内部構造の詳細観察を行ない断層面の連続性を確認した後，表面組織の観察用試料を作成した．最新活動面の実体顕
微鏡および電子顕微鏡観察の結果，最新面には鏡肌が発達し条線が確認できること，断層面は粉砕され細粒化した物質
から形成されており粘土鉱物が糊状に微細な粒子を覆い団子状を呈する物質が特徴的に認められる事，今回観察した最
新活動時期が中期更新世～後期更新世以降の断層の最新面上にはイライト・緑泥石等の地下深部での続成作用で形成さ
れる鉱物の自形結晶の成長は認められないことが確認された．
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